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随 想  

日 米 安 保 条 約 ５ ０ 周 年 に 思 う （ ２ ）  

 

阿 部 敏 勝 （ 会 員 ）  

 

 前 稿 で １ ８ 日 か ら 始 ま る 第 １ ７ ４ 通 常 国 会 と そ の 翌 日 に 締 結 ５ ０

周 年 を 迎 え る 日 米 安 保 条 約 に つ い て 概 説 し ま し た が あ れ か ら １ ０ 日 、

国 会 は 予 想 通 り 首 相 と 与 党 幹 事 長 の 政 治 資 金 問 題 で 迷 走 、 日 米 安 保

条 約 も 締 結 ５ ０ 周 年 を 期 に 本 来 行 わ れ る べ き 「 北 朝 鮮 、 中 国 、 中 東

な ど を 仮 想 敵 国 と す る 安 全 保 障 論 の 再 検 討 」 「 新 事 態 を 踏 ま え た 米

軍 再 編 成 へ の 対 応 」 「 米 軍 の 核 の 傘 に よ る 安 全 保 障 の 是 非 」 等 の 議

論 が 棚 上 げ さ れ て い る ば か り か １ ４ 年 前 に 合 意 さ れ た 普 天 間 基 地 返

還 問 題 も 実 行 の 目 途 が 立 っ て い な い （ 昨 日 の 選 挙 で 名 護 市 長 に 移 設

反 対 派 が 選 出 さ れ た 、 現 地 住 民 の 心 情 か ら す れ ば 当 然 で あ る ）  

 日 米 安 保 条 約 に 対 す る 日 本 人 の 許 容 度 に つ い て １ 月 １ ９ 日 付 各 紙

に い ろ い ろ 出 て い た が そ の 中 で 朝 日 新 聞 が 容 認 率 ７ ０ パ ー セ ン ト と

い う 記 事 を 書 い て い た 、 そ の 詳 細 は 明 ら か で は な か っ た が 多 分 ソ マ

リ ア 出 動 の 時 の 総 理 府 ア ン ケ ー ト の 答 （ 国 際 協 調 、 国 際 社 会 に お け

る 名 誉 あ る 地 位 、 憲 法 ９ 条 が 歯 止 め に な る か ら … ） 等 々 で あ ろ う 。  

 併 し こ れ 等 の 答 は お か し い 、 言 う 迄 も な く 我 等 の 日 本 国 憲 法 は

「 戦 争 の 惨 禍 へ の 反 省 か ら ス タ ー ト （ 前 文 ） し 、 平 和 主 義 、 そ の た

め の 戦 争 放 棄 （ 第 ９ 条 ） 他 を 定 め て お り 、 「 平 和 の た め の 戦 争 」 を

謳 う 、 ア メ リ カ （ オ バ マ 大 統 領 ） の テ ー ゼ と は 根 本 的 に 違 う 、 し た

が っ て 日 米 安 保 条 約 の 理 念 及 び 具 体 的 条 件 （ 日 米 安 保 条 約 各 条 文 を

ご 参 照 下 さ い ） 実 行 す れ ば 違 憲 状 態 に な る こ と は 自 明 の 理 、 現 に 憲

法 ９ 条 は 殆 ど 形 骸 化 し て い る 。  

 今 こ そ 私 た ち は 憲 法 を 守 る の か 、 安 保 条 約 を 守 る の か を は っ き り

さ せ な け れ ば な り ま せ ん 、 安 保 条 約 と 憲 法 の 両 立 （ 解 釈 憲 法 ） は も

は や 不 可 能 で あ る 事 を 銘 記 す べ き で す 。  

以 上  

（ 当 会 理 事 ）  


